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C-69    進世拠
面洋々 大丈表政　　永野順了 通してみたｰ

獅的　/ ぶ世社 業期 ぶり/ｱ 世紀積り いヽたる我 か■ の迩世は，衣 生活 史の■aでit, 和

柴犬ｲ乙り 免成期 ピむ(-c  いる。そv 大体 を着衣り 面^ らヽ明らかにし。 なあヽ近代` ･ご向 っ

･c どのよう･て変 蔵・動 向 竃孕/(｡でぃたの*ヽt剔 血す い) が本岡 免・)わ い ヽであ る。

方汰 在 世ね期･vﾃ1  'if  ̂<|tた 易林 本節用集(/ 吋7 刑 は^' め， この呼ぺ呆 摸作 された

節m 集類・）うちーヵヽら代凍的なもの初期3  檀．中期4 種，債期∂41．計μ種^ 堪び，町 剥果残り プ5  ヵ` りn 禾参勺r£・ の鯛閤 お哩｡ ？≪月吽tt ，僕堀<^13 ， １↑/りm ≪凄 ぴ，こ

^ らに隷鋒$  -fv-c Vヽ る衣 生活関係 の串 項卜 着眼し，一 つ, つーカート こ作娘し か。節用

来蜘 よ今 い)1J 剥ず 典に該 当寸2  もので あるiiヽ ら，当呼 の衣生活 の賞体 色抵 撮 するう

えで一重辱 な手が かり■& -I-えｔ くれるもり と期 符し友からである．こうして得 たぶ/町

救･りil ― り) な*ヽjヽ ら着衣関 係 財 吋 救-S.加 出し,   こ れ^ 習李海・ 外 甑*  ･ 礼儀４ ・

取 業服 ，上 着・ 蜀n  ･ 下着 ‥付属晶 な^**)項目{' 麿 賤し瓢． モに: 洛節用集ご と･t量

的 ゛嗅幼検討なあヽこな うVI VI もに．これら1  年柚 噴K  9巴列し;    いかな る^ 衣 ボ増 加レ

， また滅j- な/ しヽ瑞火 し いーﾉヽ るかにっ･/ヽ -(μ. くヽ調査 し，弟装c!>時代 的変芙動 向t 把

樋丿 球 うI' っ 乙めf=.   な あヽ．機ほ財 粁･ 染色丈庫1 は じめ永 生活･こおヽげるさ 書r ま

め健分野 心, μ･較考量し,   2t- . ･り着衣ヵこ総 体)L し■c t ちえμ誘特甑 にっいt: も楕針 を

息たらなかっきっi  'J で ある．

脂条　 以上 の研見積作i^ よって衣 生活丸 のうえで興 味ある秘 策ヵ*I独 どぎたの々ヽ な

らず，今 日あヽよび゙将末*) ;柾生活 のあり方 にっいて，V くヽっ 々ヽ の重奪 な示咬 ぶ得 られた

ので，こ-りりv;  め てをゑ すi  こ ＼i. ピしr=.

C-70　 イメ ージ田語によるいレエツト の分類几
尺陵市宍､家政　O 上野市七j?　市ムす于　森田巻張

E]的　今日哨費蓄 の抑 釦 好升 川励即に 動

Ｄ づ っであるシ･レエい 緋 れ べ れい べ っ匹 今因・水和 組か匹 基つリ

ュ次うしで表禾でい 毛縁面を旧いて教ヲく社外し恢。元してそれ５のいぐれに美的な

もの, 脂的なもの力 ごl 唇ﾔ わ をヽ、イi ベ^ 用諸によるパド レの応答ヵヽろ教ま化し
これい 侑 和 ｀卵 ト 範時り け るりL／工叫 群 の脊教化 を晰 み片。

分広　 圭f ン1し／ﾕ-ｯﾄ の甚破 になる既たす 子・ 巻本体型の作 図It i 試i レ 服種を
ａ　　　　　。。．　ｔ　　　　ｊ　　　　　　ｔ

ワンt° 一スてし てつ？の
卜 作郎レ‰　 淫 ］

これ乞ぺわレ羊膜 に:対レ 代表的な5 つの

面 シ1レ ニ乙フ

えてi b  7 でこれを

教値化レ　し^ や一タを基にバわ､／をf の迫呼吏によろマクロ的解杵z , パわレ個々
叫^ 臭の与九才色う 礼し良ミ クロ的紹杵(多ti: 折折にiこるクフスター介折 ㈹の箭加 ヽ

石. シ･レエつト に姉抑 り 一に早回を禅フ‰

邱茉　バ ロ的解析乙 にft,   回え配子 広の分散今杵のμ呆, c 今因次い予V 零邸

ヤノ i ベ ク乞ダ々く 左右レ　交川 こ用加果 ぼ、Bﾒじ丿 即 口rr 奸有%x  な6 。 ま灸マ
クロ肋な奸号分類r. り 口的うクラスタ_ 今薦乙の、相f  な5 脊無 咳を行なぺ　、!几

らに牝血して同一紀吽 に人いしのI  i つて、各イメーじ旧語を亜して同一イメーじ乞
イトf るシノレエ7 ト 群予あるとレ 々のようなシッレエット群の発布を末めた。


